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カエルと環境
～ツボカビのはなし～
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畿覇の努程に銘いカエルたち
t減卜し     1こ ほ′● さいきん

昔から日本にはたくさんのカエメレがすんでいました。しかし、最近はあまり見かけることができな

くなりました。なぜでしょう?

げんぎい せ かいじゅう                 ヘ

現在、世界中でカエルのなかまが減つてきています。カエルは皮膚がうすく、水を通してしまうの

で、乾いたところや、水場が汚染されると住めなくなつてしまいます。

恐怖のカエルツボカビ症

ツボカビとはカビ(真菌)のなかまで、けんびきょうで見るとツボのようです。日本にももともといて、

ごみなどを分解して生きています。

しかし、海舛からやってきたカエルツボカビというッポカビは、カェルの皮膚にとりついて、病気に

してしまいます。この病気はたくさんのカエルを死なせてしまうことがわかっています。

カエルツポカビは、わたしたち人間がつれてきてしまった病気です。カエルたちのために、ちょっ

とだけ考えてみませんか。


